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Nymphalis xanthomelas formosana MATSUMURA ヒ オ ド シ チ ョ ウ 

1 . 成 虫 

台湾 北都 より 中 南部 の 山地 帯 に 分 布 す る が , 北部 山地 で は 4 月 下旬 を 中 心 に 発生 する . 個体 数 も 多く , 路傍 に 唄 
水 に 来 た り 汚 物 に 集まる . 2 月 下旬 より 観察 で きる 成虫 は 越冬 個体 で , 5 月 上 旬 まで 新旧 個体 の 混 飛 が み ら れ る ・ 
6 月 頃 に は 成虫 は 姿 を 消し その まま 越 年 する が , どう いう と と ろ で どの よう に 越 年 する の か 今 の と と ろ 未 知 で あ 
る 














2. 幼虫 と 映 
1972 年 3 月 28 日 , 桃園 県 復 釧 郷 栄華 で タイ ワン ケヤキ Zelkova formosana の 葉 上 より 終 令 幼虫 を 1 頭 採集 , 
3 月 31 日 に 前 映 と な っ た が 脱皮 不能 の た め 死 亡 し た . 4 月 7 日 同一 場所 で 終 令 幼 虫 を る 3 頭 採集 し た が 4 月 11 日 
に 1 頭 , 4 月 13 日 に 2 頭 が 遇 化し た . 前 旦 期 は 約 45 時 間 . と の 由 は 4 月 21 日 に 1 頭 , 4 月 22 日 に 2 頭 が 羽化 し 
た . 映 期 は 約 10 日 間 . 

幼虫 の 習性 と し て お も し ろ い と と は 食 草 を は げ し く 振 動 す る と コロ リ と 落下 する . と の 習性 が 原因 し て いる た め 
か , し ば し ば 群 を は な れ た 幼虫 や 帳 を 見 る と と が で きる . 

終 令 幼 虫 の 体長 は 45~48 mm, 吾 状 突起 の 数 は 前 方 か ら 0, 4, 4; 6, 6, 6, 6, 6, 6, 7, 7, 2, 2 
の 計 62 本 で 日 本 産 亜 種 と と と な り 第 5, 6 腹 節 背 線上 の 球状 突起 を 欠く . 吾 状 突起 は 亜 育 線 上 の も の が 最も 発達 
し て いる . 背 線上 の も の は 分 枝 し な い . 体 分 全面 に 細い 汚 黄 色 毛 を まばら 持つ. 体 は 黒色 . 育 線 の 左右 は 黄 白 色 
の 大 小 不 均一 な 斑点 で 縁取 られ る . 第 1 腹 節 よ り 第 7 腹 節 の 気 門下 線 の 突起 基部 は オレ ンジ 色 , 気 門 は 黒色 , その 
周囲 は 黄色 で 縁取 られ る . 胸 脚 は 黒色 , 腹 脚 は オレ ンジ 色 . 

端 化 は と の ん で 檜 の 径 1 mm 前 後 の 小 校 で 行なわ 
れる が 時 に は 工 裏 の 葉脈 上 で 遇 化す る と こと も ある . 一 
般 に 幼虫 お よび 央 期 を 通じ て 集団 生活 れ す る と と が 常 
態 で ある .1972 年 4 月 23 日 , 桃園 県 復興 卿 巴 千 (1, 200 
m) で の 観察 例 で は , 樹高 4m 程度 の タイ ワン エノキ 
Celtis formosana の 栓 に 数 多く の 幅 , 終 令 幼虫 が 数 
集団 に わか れ て 認め られ , 食害 は ひど く 数 個所 の 檜 は 
食べ つく され て いた . 一 つの 集団 で は 21 遇 を か ぞ え 
る と と が で きだ た. 遇 は わずか の 刺激 で は げ し く 左 右 に 
運動 を 続け る . 遇 の 色彩 は , 全体 に 白粉 状 物質 を か ぶ 
っ た 赤褐色 . 体長 27 mm 前 後 (Fig. 1). 
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シー タテ ハ 

Fig. 1. Nymphalis xanthomelas formosana 
1・ 成 虫 MATSUMURA ヒ オ ド シ チ ョ ツウ 晴 
台湾 全島 の 山地 帯 に 分 布 し , 南部 で は や や 高地 帯 , ( 左 : 腹面 , 中 : 側面 , 右 : 背面 う . 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


ーー 62 一 蝶 と 虹 TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 23, No. 2 1973 
北部 で は 500 m 前 後 の 低 山地 帯 に まで 分 布 す る . 1972 年 4 月 16 日 , 桃園 県 復興 卿 巴 稼 (600 m) で 得 た 喘 は 4 月 
19 日 羽化 し た . 4 月 16 日 に は 多数 の 卵 , お よび 各 ス テー ジ の 幼虫 を 採集 し て いる の で , 越冬 成虫 は 2 月 下旬 と は 
産卵 を 開始 し , 4 月 中 旬 の 卵 や 幼虫 は 第 2 化 の ぉ の と 見 な すこ と が で きよ う . 以後 各 月 に 新 ら し い 個体 が 見 られ 
10 月 まで 成虫 を 見 る こと と が で きる . 成 遇 は 吸水 し た 0 汚物 に 集まる ほか 好 ん で 吸 密 する . 

2. 卵 

食 草 の タイ ワン ケヤキ は 桃園 県 復興 郷 山地 帯 に 多く , 随所 に 見 受け られ る . 産卵 位置 は ポ い 小さ な 折れ た 枝 や 切 
作 な どか ら ふ き 出 た 新芽 の 葉 表 の 纏 歯 緑 先端 , まれ に 拒 葉 お よび 新芽 の や わら か い 枝 で ある . 産卵 と 幼虫 の 摂 食 
使わ れる 部 分 は 常に この や わら か い 新 芽 の 部 分 の 
み で ある . 











シー タテ ハ 卵 の 終了 起 条 
| 術 除 起 条 数 | 卵 。 数 


| 9 
10 
| 11 
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卵 の 概 形 は ビー ル 樽 形 , 側面 を 縦走 する 隆起 条 
は 9 て 11 条 , 色彩 は 淡 緑 色 , 径 0.7 mm, 高き 
0.7 mm 程度 . 7 の クレ 
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a Fig. 2. Polygonia c-alb kurai N 
初 令 幼虫 の 体形 は ほぼ 円 筒 状 , 各 体 節 じ いぼ 状 RRO 
の 突起 を 持ち , その 突起 に は 長毛 を 生ずる . 亜 背 ( 左 : 腹面 , 中 : 側面 , 右 : 背面 ). 


線上 に 白色 粗大 な 肉 氏 を 持ち , 中 , 後 胸 お よび 第 
1, 3, 5 腹 節 の 背面 は 乳白 色 , 他 の 部 分 は 茶褐色 . 2 令 か ら 琶 状 突起 が 形成 され る が , その 先端 に 黒色 長毛 を 生 
ずる . また 中 , 後 胸 お よび 第 1, 3 , 5 腹 節 背面 の 東 状 突起 は 黄色 , 他 は 茶褐色 、 3 令 以 後 の 幼 虫 の 背 線 , 亜 背 線 
と その 琵 状 突起 , 各 体 節 後 部 の 2 横 紋 , 第 1 腹 節 を の ぞ く 他 の 気 門下 線 と その 隷 状 突起 は 鮮 鞭 色 , 気 門 を くま どる 
線 は 乳白 色 . 各 令 幼虫 は 脱皮 直後 は 全身 黄色 , 約 30 分 後に 茶褐色 と な り だ ん だ ん と 黒 ず む . 

全 幼 虫 期 を 通じ て 葉 裏 生活 を し , 食 草 の 新芽 , 若葉 や 若い 茎 の み を 食べ , 摂 食 後 も その 位置 に 静止 し く の 字形 に 





な る . 

4. 眠 

余 褐色 か ら 黒 褐色 まで 種々 の 段階 が ある . 第 1, 2 腹 節 に ある 突起 は 銀色 に 光る (Fig. 2). 
5. 発育 日 数 





発育 に 要する 日 数 は 温度 に 左右 され る が , 一 例 と し て 1972 年 4 月 16 日 に 産卵 され た る の の 飼育 経過 を 示す と , 
卵 期 4 日 間 , 各 令 期 3 日間, 前 遇 期 1 日 間 , 映 期 7 日 間 で , 産卵 され て か ら 羽 化す る まで に 要 し た 日 数 は 27 日 で , 
5 月 13 日 羽化 し て いる . 

終り 日頃 か ら 御 指導 いた だ いて いる 九州 大 学 の 白水 隆 教授 に 深い 感謝 の 意 を 表し た い . 
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